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　ヒ ト培養グ リオ ー マ 株の 樹立 と トラ ン ス フ ェ リ ン受容体（TfR），

癌遺伝子産 物の 解析

設楽信行 、 和 田照美、喜多村
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幸、中村博彦 、 久保俊朗

　　　　　　　（東京大 ・医 ・脳神経外科）

　 グ リ オ ー マ 細 胞 に は 増 殖 因 子 や 各 種 ホ ル モ ン lc対 す る 膜 受 容 体 （ レ セ プ タ
ー ）が 存 在 す る 。

膜 受 容 体 の 分 布 と機能 に 対 す る 研 究 は ，生 体 内 で の 正 常 グ リア や グ リオ
ーマ 細 胞 が ど の よ うな

要 因 に よ り代 謝，分 泌 ，増 殖 の 制 御 を受 け る か を知 る うえ で 重 要 で あ る 。同 じ生 体 内 活 性 物 質

に 対 し て ，細 胞 の 種 類 に よ り細 胞 応 答 が 異 な る こ と が 知 られ て い る 。 グ リ ア ec固 有 な 応 答系が

得 ら れ れ ば ，神 経 系 に お け る グ リ ア の 機 能 的 役 割 の 基 礎 的 情 報 が 得 られ る 可 能 性 が あ る 。

我 々 は グ リオ
ー

マ 患 者 の 手 術 組 織 標 本 よ り GFAP ， S− 100 蛋 白 ，
　 C− AMP 反 応 性 を 基 に ， グ リ ォ

ーマ 株 の 樹 立 を 行 っ て い る が ，今 回 特 に 樹 立 株 を 中 心 に 細 胞 増 殖 因 子 で あ る ト ラ ン ス フ ェ リ ン

に 対 す る 膜 受 容 体 （TfR ）を ， 生 化学 的 免疫 組 織 化学 的 ，並 び に Fl 。w 　 cytometer を使用 し解析

し て い る の で ，そ の 結 果 を 述 べ る 。ま た 最 近癌 遺 伝 子 産 物 で あ る sre
−
9ene 　Product ，ieyc

−Produet

の 免 疫 染 色 を 試 み て い る の で 報 告 する 。

　 ト ラ ン ス フ ェ
1） ン は 鉄 の 代 謝 に 重 要 な役 割 を担 うが ，最 近，細 胞 増 殖 作 用 の 面 が 注 目 され て い

る 。中 枢 神 経 組 織 に は 血 液 脳 関 門 が 存 在 し ， ト ラ ン ス フ ェ リ ン の よ う な 高 分 子 （ 80Kd ） は 脳

内 に 移 行 しな い と 考 え られ て い る が ， 1984 年 tJefferie ら は 脳 の 毛 細 血 管 の 内 皮 細 胞 に は 特

異 的 に TfR が 存 在 す る こ とを 報 告 し た 。さ ら に 1985 年 ，　 Hi11 ら は 正 常 脳 組 織 の TfR の 存在 を

報 告 し て い る 。した が っ て ， ト ラ ン ス フ ェリ ン は 受 容 体 を 介 し て 血 中 か ら脳 内 に 運 搬 さ れ て い

る可 能 性 が あ り，それ 故 TfR の 存 在が 明 らか に され て い な い 脳 原 発 腫瘍 で あ る グ リオ
ー

マ に も，

そ の 存 在 の 可 能 性 が 示 唆 さ れ て い た 。

　 今 回 の 我 々 の 実 験 結果 で は ， ト ラ ン ス フ ェ リ ン 受 容 体 は グ リオ
ー

マ 細 胞 に 豊 富 に 存在 し て お

り，特 に 増 殖 の 早 い 株 で 強 く発 現 し て い る。また src
−gene　product　mYc −gene　product も免疫 染色

が 可 能 で あ る が src
−gene は 細 胞 の 増 殖 能 に 対 応 し て い るが myc

−gene 　 product 関 連 を 示 め さ な

か っ た ．
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